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町
政
が
本
気
に
な
り

町
民
が
望
む
町
づ
く
り
を

西
原
町
の
将
来
を
築
く
、

第
四
次
総
合
計
画
を
平

成
23
年
ま
で
に
は
つ
く
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
町
づ
く
り
は
「
人

づ
く
り
」
か
ら
で
あ
り
、
町
の

声
や
「
気
運
」
づ
く
り
さ
ら
に

21
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
の
た

め
「
町
民
と
共
」
に
新
た
な
町

づ
く
り
計
画
を
早
急
に
行
っ
て

も
ら
い
た
い
が
。

企
画
政
策
課
長
　
住
民
参
画
で

の
計
画
策
定
を
来
年
か
ら
行
い

た
い
。

町
民
と
の
協
力
で
内
間
御
殿
を

国
指
定
文
化
財
に
。

国
へ
の
要
請
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
、
又

「
復
元
期
成
会
」
の
発
足
は
考

え
て
い
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
文
化
方
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
す
で
に
受

け
て
お
り
、
地
域
や
所
有
者
と

も
協
力
を
得
進
め
て
お
り
ま
す
。

子
供
た
ち
の
た
め
に

「
父
子
家
庭
」
に
も
手
当
を

男
女
平
等
を
か
か
げ
る
西

原
町
、
母
子
家
庭
同
様
な

手
当
、
な
ぜ
父
子
に
で
き
ぬ
か
。

景
気
後
退
の
中
早
期
実
現
を
。

福
祉
課
長
　
父
子
家
庭
も
経
済

的
に
き
び
し
く
、
又
児
童
育
成

と
い
う
事
か
ら
さ
ら
に
男
女
平

等
等
「
父
子
」
へ
の
支
給
を
検

討
し
ま
す
。

給
食
費
値
上
げ
反
対

金
武
町
で
は
食
材
に
補
助

父
母
と
の
話
し
合
も
せ

ず
学
校
給
食
の
「
値
上

げ
」、反
対
だ
。又
22
年
に
は「
値

上
げ
」
を
考
え
て
い
る
と
の
事
。

給
食
も
「
教
育
」
の
現
場
だ
。

金
武
町
や
他
町
村
で
も
食
材
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
子
供
た

ち
の
た
め
の
政
策
を
。

保
健
体
育
課
長
　
食
費
は
保
護

者
負
担
で
あ
り
。
22
年
に
向
け

「
値
上
げ
」
を
検
討
し
て
い
る
。

公
正
、
公
平
な
町
づ
く
り
、

町
民
の
声
を
行
政
に

町
民
の
権
利
・
利
益
を
守

り
、
公
正
で
公
平
な
行
政

運
営
を
図
り
、
町
民
へ
の
信
頼

開
か
れ
た
町
政
の
推
進
の
た
め

「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
制
度
の
導

入
や
「
チ
ッ
ク
マ
ン
」
制
度
の

継
続
を
強
く
求
め
た
い
。

総
務
課
長
　
財
政
事
情
が
あ
り
、

時
期
尚
早
と
考
え
る
「
チ
ッ
ク

マ
ン
」
は
検
討
し
た
い
。

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
商
業
地
域

の
建
築
が
15
〜
20
ｍ
に
つ

い
て
町
民
の
財
産
価
値
を
減
少

さ
せ
て
な
い
か
。
反
対
で
あ
る
。

町
長
　
土
地
購
入
へ
の
阻
害
要

因
に
な
る
と
の
声
も
あ
る
が
、

都
市
景
観
に
配
慮
し
た
計
画
で

あ
る
と
考
え
る
。

去
る
3
月
定
例
会
に
お
い

て
給
食
費
の
値
上
げ
に
つ

い
て
は
、
父
兄
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
話

し
合
い
た
い
と
聞
き
ま
し
た
が
、

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

保
健
体
育
課
長
　
話
し
合
い

の
予
定
は
7
月
、
8
月
、
11

月
迄
に
は
値
上
げ
を
決
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
又
9
千

万
以
上
滞
納
額
が
あ
り
ま
す
が

1
０
０
％
と
回
収
で
き
れ
ば
1

年
、
2
年
は
の
び
ま
す
が
、
徴

収
員
２
名
で
週
３
回
学
校
ご
と

に
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
年
間

３
０
０
～
４
０
０
万
、
率
に
し

て
４
・
４
％
し
か
回
収
で
き
ま

せ
ん
。
現
実
的
に
は
厳
し
く
父

兄
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
話
合
い
値
上
げ

を
検
討
し
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

子
供
理
解
の
「
指
導
・
支

援
カ
ル
テ
」
に
つ
い
て
。

こ
の
カ
ル
テ
は
何
年
に
つ
く
ら

れ
、
そ
の
経
過
、
応
用
等
の
全

容
が
知
り
た
い
。
又
、
ど
の
よ

う
に
利
用
さ
れ
た
か
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
今
か
ら
6
年
前
の
平

成
15
年
7
月
に
で
き
て
お
り
、

そ
の
背
景
に
は
北
谷
町
の
集
団

暴
行
事
件
で
そ
の
年
に
は
1
万

９
０
０
０
名
の
少
年
補
導
が
あ

り
、
教
育
関
係
者
が
大
き
な
衝

撃
を
受
け
そ
の
子
供
達
の
居
場

所
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
西
原
町
で
廃

止
と
な
っ
た
訳
は
条
例
違
反
と

い
う
事
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、

何
が
書
い
て
あ
る
か
と
い
う
よ

り
手
続
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
事
で
廃
止
に
な
っ
た
理
由

で
す
。棚

原
産
廃
に
つ
い
て
、
今

後
の
為
に
考
え
る
会
と
担

当
課
を
通
じ
て
話
合
い
た
い
と

の
答
弁
で
し
た
が
、
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

町
長
　
基
本
的
に
は
考
え
る
会

と
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
諸
事
情

に
よ
り
未
だ
実
現
し
て
い
ま
せ

ん
。
担
当
課
を
通
じ
て
早
め
の

調
整
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

す
ぐ
や
る
課
長
　
日
本
で
も
権

威
あ
る
先
生
を
お
招
き
し
講
演

会
を
設
定
し
産
廃
被
害
の
勉
強

は
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
良
く

理
解
し
て
い
な
い
私
で
す
が
、

そ
の
中
で
先
生
が
言
う
に
は
、

産
廃
の
被
害
に
つ
い
て
は
特
定

す
る
事
は
非
常
に
厳
し
い
７
千

ぐ
ら
い
の
物
質
が
あ
っ
て
、
そ

の
物
質
が
ど
う
影
響
し
て
い
る

か
難
し
い
と
先
生
も
こ
た
え
て

い
る
状
況
で
、
私
も
未
だ
考
え

る
会
の
皆
様
と
会
っ
た
事
も
ご

ざ
い
ま
せ
ん
の
で
要
望
が
あ
れ

ば
早
め
に
話
合
い
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

公
害
防
止
条
例
に
つ
い
て
。

公
害
防
止
条
例
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

す
ぐ
や
る
課
長
　
西
原
町
公
害

防
止
条
例
に
つ
い
て
昭
和
62
年

4
月
1
日
付
で
策
定
さ
れ
て
お

り
、
ほ
か
の
市
町
村
の
状
況
、

内
容
等
も
大
体
県
の
も
の
を
準

則
に
と
っ
た
形
の
も
の
が
多
い

で
す
。

国
道
３
２
９
号
線
凍
結

解
除
に
つ
い
て
本
町
の

取
組
み
は
。

町
長
　
南
部
国
道
事
務
所
を
は

じ
め
、
県
内
で
行
政
活
動
、
5

月
21
日
に
道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
の
総
会
で
全
国
18
路
線

の
凍
結
解
除
の
決
議
、
地
元
で

の
3
路
線
に
限
定
し
た
事
業
評

価
委
員
会
の
中
で
早
期
の
解
除

に
向
け
、
国
交
省
、
衆
参
議
員

へ
の
要
請
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。県

道
38
号
線
嘉
手
苅
～

翁
長
線
、
県
道
29
号
線
鳥

堀
～
上
原
線
の
進
捗
に
つ
い
て
。

土
木
課
長
　
浦
添
西
原
線
、
嘉

手
苅
～
翁
長
坂
田
交
差
点
ま
で

全
延
長
2
・
9
キ
ロ
に
つ
い
て

平
成
21
年
度
、
調
査
測
量
、
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。
県
道
29

号
線
は
事
業
が
三
分
割
さ
れ
、

坂
田
交
差
点
か
ら
上
原
ま
で
19

年
度
よ
り
事
業
化
さ
れ
て
、
事

業
ベ
ー
ス
で
10
％
進
捗
し
て
お

り
ま
す
。
幸
地
、
坂
田
交
差
点

に
つ
い
て
は
本
年
度
よ
り
測

量
・
設
計
に
着
手
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

都
市
基
本
計
画
に
基
づ

く
行
政
ゾ
ー
ン
、
中
心
核

の
農
振
農
用
地
の
市
街
地
の
編

入
に
つ
い
て
。

都
市
計
画
課
長
　
市
街
化
の
拡

大
編
入
に
つ
い
て
は
、
国
県
の
基

準
に
基
づ
き
計
画
的
に
、
土
地
区

画
整
理
事
業
を
実
施
、
導
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
庁
舎
建
設
も
予
定
さ
れ
て

お
り
、
整
備
手
法
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

待
機
児
童
の
解
消
を
!!

各
保
育
園
の
一
時
預
か

り
の
実
態
、
人
数
、
取
組

み
に
つ
い
て
。

福
祉
課
長
　
現
在
二
ヶ
園
で
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
西
原
白

百
合
保
育
園
で
年
間
６
２
３
人
、

さ
ざ
な
み
保
育
園
で
３
８
３
人
、

合
計
で
１
０
０
６
名
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

幼
保
一
元
化
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て

福
祉
課
長
　
小
学
校
就
学
前
の

子
供
に
対
す
る
教
育
保
育
に
つ

い
て
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所
に

よ
り
担
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

少
子
化
や
親
の
就
労
形
態
の
変

化
、
教
育
・
保
育
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
も
大
き
く
変
化
し
多
様

化
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
18
年

度
に
就
学
前
の
子
供
に
関
す
る

教
育
・
保
育
等
の
総
合
的
な
提

供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
成

立
し
、
幼
・
保
連
携
施
設
と
し

て
認
定
子
供
園
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

待
機
児
童
の
実
数
、
認
可

園
の
増
園
計
画
に
つ
い
て

福
祉
課
長
　
平
成
21
年
4
月
1

日
現
在
の
待
機
児
童
は
88
名
と

な
っ
て
お
り
、
去
る
5
月
28
日

待
機
児
童
解
消
対
策
会
議
に
お

い
て
、
総
合
的
見
地
か
ら
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

仲松　勤 議員

宮城　秀功 議員

大城　好弘 議員

行政は最大の◇
サービス産業
「町民はお客◇
様」
徹底したサー◇
ビスを
質の向上を求◇
む

学校の給食費に◇
ついて
棚原の産廃について◇
公害防止条例に◇
ついて

西原中央核、◇
行政ゾーンの土
地区画整理事
業の導入の促
進！！

問

問問問

問問

問

問問

問 問

問

凍結解除の新聞報道

学校給食の調理風景

文化庁調査官が内間御殿を視察

問

問

問

問

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
録
音
テ
ー
プ
）

に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編

集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

南米視察３ヶ国訪問報告
議　長　　城　間　信　三

　７月３日から７月１８日の（１６日間）日程で南米３ヶ国（ペルー、アルゼンチン、ブラジル）を上間町長と共に参加し、多くの西
原町人会の皆様と交流ができました。特に今回はペルー西原町人会９０周年記念式典があり、町長と参加しましたので報告します。

  ペルーの西原町人会
　７月４日の２３時５５分にペルーリマ市国際空港に到着、７月５日に沖縄県人会の西銘順治会

館にて正午より崎原エレーナ西原町人会会長及び仲宗根ファルナンド式典委員長のもとで、ペ

ルー西原町人会移住９０周年記念式典が行われ、来賓として沖縄県人会会長安里ビクトル氏やペ

ルー日本人協会会長斎藤カルロス氏等の祝辞があり、600 余人のペルー西原町人会の皆様のもと

で移住９０周年記念式典が開催された。式典では、歴代町人会会長や高齢者の皆様に感謝状の授

与が上間町長からあり、また式典に参加できない高齢者翁長出身の稲福次郎氏９７歳宅を訪問し

て感謝状を町長より授与してきました。祝賀会は在ペルー日本国総領事館宇田川領事の音頭で乾

杯があり、琉球舞踊のかぎやで風で幕が開き盛大にお祝いが行われた。

  アルゼンチン西原町人会
　７月９日午前７時４０分にアルゼンチンへ到着し、その日午後８時に町人会の役員と夕食会があり、翌７月１０日の午後８時よりアル

ゼンチン西原町人会会長与那嶺義勝外４０余人の皆様と交流会に上間町長と共に参加し交流を深め有意義に過ごしました。

  ブラジル西原町人会
　７月１１日の午後２時にプエノス空港発 703 便にてブラジルへ午後５時にリオ・デ・ジャネイロヘ到着、７月１３日午前９時よりブラ

ジル国営のペトロブラス社（石油会社）の本社を町長と共に表敬訪問し、役員の皆様より会社の説明を受け、その日午後３時４５分にリ

オ空港を出発してサンパウロ空港に到着後午後８時よりブラジル西原町人会の会長与那嶺育紀氏外町人会の皆様７０余人と交流を深め有

意義に過ごしました。３ヶ国の西原町人会の皆様の心温まるもてなしに感謝をし、また今回ペルー移住９０周年記念式典に参加させてい

ただきましたことに対し、心より感謝を申し上げます。


